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1. はじめに 

生徒の科学的な思考力・判断力・表現力を高

めるために，探究学習（問題解決学習）の教材

開発・指導実践を行ない，それらを指導事例と

してまとめる活動を行ってきた。 

本研究では，理科における生徒の思考力・判

断力・表現力を育成するために，探究学習（問

題解決学習）の教材開発（事例開発）をおこな

い，更に指導実践を行なった上で，それらを指

導事例としてまとめる。また，探究学習を行う

ことで，生徒にどのような学力が形成され，思

考力・判断力・表現力がつくかについてエビデ

ンスを出し，その教育効果について現場の教員

が実感を持って理解し，検証・修正できるよう

なシステムの開発を目指す。本年度は，特に「事

例開発」に重点を置き，研究を進めていた。 

 

2. 探求学習の定義づけ 

新学習指導要領では，理科における改訂の

要点の１つに科学的な思考力，表現力の育成

を図ることを挙げている。「科学的な思考・

表現」の趣旨は『自然の事物・現象の中に問

題を見い出し，目的意識を持って観察・実験

などを行い，事象や結果を分析して解釈し，

表現する』こととなっている。 

本研究会では， 

探究学習の“仮説・計画→実験→結果・分

析→説明・表現”のプロセスを通して，その

ような学習の場面を一単元の中で仕組むと

ともに，その中で効果的な評価を行うこと

が，科学的な思考力，表現力を育成しく上で

有効ではないか 

と考えた。 

一般的に探究学習とは， 

①生徒が問題を見い出し，仮説を立て，観

察・実験を計画する。 

②観察・実験の結果を分析し解釈する。 

③科学的な根拠のもとに説明・表現する。 

などの活動で構成した授業である。 

日本で探究学習実践の第一人者である小

笠原豊氏（現中部大学准教授，元愛知県刈谷

市立刈谷南中学校校長）は，探究的な学習が

成立する条件として 

① 生徒と先生の「人間関係」がよいこと 

②「問い（学習課題）」がよいこと・強い問

題意識・達成要求を抱かせる 

③「時間」と「お金」が保障されていること 

の３点を挙げている。1) 

さらに理想的な探究学習として 

子どもたちの方から，「おや，不思議だ，

なぜだろう」が生まれる授業を指摘している。 

そのために，「なぜ」が生まれる仕掛けを

教師から生み出すことが必要になる。情報を

小出しにし（納得の連続），納得できる説明

のできない／うまく作れない生徒自身と出

会わせることが大切である。 

小笠原氏は，探究学習（問題解決的な授業）

の授業の仕組み方を提案している。（下図） 

単元の中で，追求課題を共有する時間，追

究，まとめの３時間で組み立て位置づけたい。 



 

 以上を踏まえて，平成 27 年度の久保木の授業

実践プランを以下のようにまとめ，実践した。 

3. 事例開発への取り組み 

本研究会では，有志数名による自主研修会であ

る。模擬授業や実践交流，小笠原豊氏の講演など

で学んだ実践や，村上忠幸教授の論文，または，

普段の授業実践で行ったネタ・コツの共有，先輩

教師との交流から学ぶなど活動をしている。中で

も力を入れているのは，探究学習の事例開発であ

る。今年度まで，本研究会で開発した探究学習の

授業は，以下である。 

単元「植物のくらしとなかま」（中１：植物分野） 

①  

① 

課 

題 

植物は何を原料として光合成を行っているの

だろうか？ 

学

習

内

容 

・予想した物質について，その調べ方の計画を立

て，発表する。 

・条件を制御した実験を行い，仮説を検証する。 

・実験結果から，光合成の原料を類推する。 

単元「身のまわりの物質」（中１：化学分野） 

② 

課 

題 
白い粉末Ｘの正体は何だろうか？ 

学

習

内

容 

・白い粉の物質の正体を科学的に探究する技能の

基礎を身に付ける。 

・実験結果から，白い粉末Ｘが何であるかを類推

する。 

③ 

課 

題 
江戸時代の小判は純金か？ 

～どのような点に着目し，調べればよいだろうか？～ 

学

習

内

容 

・予想した物体について，その調べ方の計画を立

て，発表する。 

・密度の調べ方を参考にし，未知の物体の性質を

調べる。 

・実験結果から未知の物体の性質を推定し，説明

する。 

④ 

課 

題 
気体Ｘの正体は何だろうか？ 

～どのような点に着目し，調べればよいだろうか？～ 

学

習

内

容 

・予想した気体について，その調べ方の計画を立

て，発表する。 

・既習の気体の調べ方を参考にし，未知の気体の

性質を調べる。 

・実験結果から未知の気体の性質を推定し，説明

する。 

⑤ 

課 

題 

物質Ｘの正体を， 

どのようにすれば区別できるだろうか？ 

学

習

内

容 

・未知の物質が何であるのかを調べるためには融

点を測定する必要があることに気づき，検証計

画を立てる。 

・融点を測定する実験を行い，測定した融点の値

から未知の物質が何であるかを類推する。 

 

4. 事例実践の成果 

 上の授業展開の単元終了時に広島県「基礎・基

本」定着状況調査の問題を用いた検証を行った。 



上記ＡとＢについて，本研究の対象である１年

生の方が，対象ではない本校２年生や広島県と福

山市の生徒よりも通過率は高かった。このことか

ら，本研究の取組により，実験の条件を意識して

実験結果から何が言えるのかを判断し，未知の物

質の性質を調べ実験結果から物質名を類推する

「科学的な思考力・表現力」の定着に一定の効果

があったと考えられる。 

 来年度も継続して，このようなエビデンスを検

証し，生徒にどのような力が身に付いたのかを継

続的に分析して研究を進めていきたい。 

 

5. 事例の共有化に向けて 

福山理科の会では，定期的に機関紙

「Fantastic Science」を発行している。 

（以下，最新号） 

 

原稿を書くことで教師力を上げることと，

福山市の理科教員の先生方の情報交流の冊子と

して活用している。書くことで自分の実践を振り

返り，次の実践に生きていくようになります。さ

らに，その実践から，また他の先生の実践が生ま

れることを期待している。これまで，市内の

理科教員 10 名程度が執筆してきた。今後も続

けたい。 

 

6. トップイメージの獲得 

2015年2月に愛知県刈谷市の中学校２校の

訪問による理科授業参観，そして京都教育大

学の村上忠幸教授のゼミに参加し，探究学習

についてご教授していただいた。 

 

今後の探究学習の方向性や，研究のやり方

を今後の参考にしていきたい。 

 

7. まとめ 

まずは，理科の現象で面白いネタや理科だ

けでなく，教師として力をつけていくとき福

山理科研究会の自主研修部“福山理科の会”

では『守・破・離』の意識大切にしたい。 

『守』とは，師の教えに従い，その技術や

手法をまねることにより基本原則または型

をきちんと学ぶ段階，『破』はその教えをも

とに，自分なりの工夫や考えを盛り込んで実

践していく段階，『離』はその師から離れ，

自らの型を作り出す段階，である。 

我流だけで教育実践するのではなく，先行

して実践された教育の手法の原理原則，授業

の型を学び，その教育手法の効果はいかほど

であったのかを分析する作業が必要ではな



いだろうか。そのような作業を経てからこそ，

また新しい教授法が生まれるのであると考

える。 

それを実行できる場が本研究会であるこ

とを目指し，活動をしている。本研究会は，

理科の「探究学習」という授業スタイルに注

目し，それを実践してきた先達から効果的な

教育技術を学ぶことを目指す。さらに，新た

な理科の探究学習スタイルを確立すること

も目標である。そのためには，チーム力が必

要になってくる。福山の理科教員のチーム力

を高め，理科が好きだといえる生徒が増え，

次の世代にもそれが伝わる空気をつくりた

い。切磋琢磨し合える同志と，それを実現す

るためにこれからも勉強会という形で教師

修行を続けたい。 
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